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Abstract : With productivity expected to be improved through the use of ICT, in the construction field, the 
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism is standardizing the practice of  using drones to 
conduct topographic surveys. In this paper, we report on the development of a novel method of using drones for 


















































































































めに活用されているが,SLAM を搭載した LS ドローンが作


































































































機 体 DJI Matrice 600 
航空 LS機器 Yellow Scan Surveyor 
LiDAR本体 Velodyne VLP-16 
SLAM機器 emesent Hovermap 
表-2 地上測量および航空写真測量機材 
機材社名 機種名 
地上計測(TS) TOPCON DS-205i 
〃 Leica MS 60 





図-8 ドローンによる LS 測量の飛行経路プログラム 
（提供：株式会社シーズプロジェクト） 
 飛行コース幅は,航空 LS 測量において対地の照射角
90°（有効分）と飛行高度から逆算して,一部は経験則で
はあるが,図-9 のように LS のオーバーラップ率より設定
されている. 
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③ 定置式 LS は地上高 1.5m 程度から斜めにレーザーを照
射するので,広大な水平面や死角ができる場所では,複
数回の移動が必要となる.設置と計測に時間が掛かる. 






画像はどちらも Z 軸方向のもので,図-15 より平地面を


























































今回の産学共同研究は,2019 年 3 月 15 日（金）に、静
岡市産学交流センターの主催による「平成 30 年度産学共
同研究成果発表会」にて発表を行った. 

























田 翔専務,株式会社 豊富の松浦 真悟主任,ドローンによ
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